
令
和
５
年
度 

鳥
取
県
立
図
書
館 

郷
土
文
化
講
演
会 

「
と
っ
と
り
県
民
の
日
」
関
連
行
事
／
「
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
」 

 

《
演 

題
》 

―
生
誕
１
５
０
年
記
念
― 

「
鳥
取
近
代
俳
句
史
に
お
け
る
阪
本
四
方
太
と
彼
に
続
い
た
俳
人
達
」 

 

日
時
：令
和
５
年
９
月
１７

日
（
日
） 

午
後
１
時
３０

分
～
３
時
３０

分 

会
場
：鳥
取
県
立
図
書
館 

2

階 
大
研
修
室 

主
催
：鳥
取
県
立
図
書
館 

 

《
講
師
紹
介
》 

 
  小

山 

貴
子 

（
こ
や
ま
・た
か
こ
）
氏 

昭
和
４８

年
「
層
雲
」
入
門
、
平
成
２６

年
自
由
律
俳
句
誌
『
青
穂
』
代
表
、尾
崎
放
哉
研
究
家 

 

学
生
時
代
よ
り
放
哉
研
究
に
取
り
組
み
、自
由
律
俳
句
誌
『
層
雲
』
、『
青
穂
』
、『
放
哉
研
究
』
等
に
放
哉
に

関
す
る
文
章
を
多
く
発
表
す
る
な
ど
研
究
を
続
け
る
。句
稿
や
関
連
資
料
な
ど
新
た
な
放
哉
資
料
に
光
を
当

て
、『
暮
れ
果
つ
る
ま
で
』
（
春
秋
社
）
を
上
梓
、『
放
哉
全
集
』
（
筑
摩
書
房
）
の
編
集
を
務
め
た
。 

ま
た
、放
哉
研
究
を
機
縁
と
し
、鳥
取
「
卯
の
花
会
」
に
参
加
し
た
近
代
俳
人
に
つ
い
て
の
研
究
を
深
め
、県

立
図
書
館
発
行
「
郷
土
出
身
文
学
者
シ
リ
ー
ズ
」
で
は
尾
崎
放
哉
、阪
本
四
方
太
の
共
同
執
筆
を
務
め
る
。 

現
代
俳
句
協
会
、大
阪
俳
句
史
研
究
会
、日
本
放
哉
学
会
会
員
。ま
た
、今
年
第
七
回
と
な
る
「
尾
崎
放
哉

賞
」
（
「
青
穂
」
主
催
）
の
選
者
。現
在
も
自
身
の
俳
句
表
現
を
発
表
し
、日
々
研
究
を
進
め
て
い
る
。 

 

【
鳥
取
県
に
関
連
し
た
著
作
等
】 

 

・「
郷
土
出
身
文
学
者
シ
リ
ー
ズ
１ 

尾
崎
放
哉
」
（
平
成
１
７
年
３
月
）
分
担
執
筆 

 

・「
郷
土
出
身
文
学
者
シ
リ
ー
ズ
９ 

阪
本
四
方
太
」
（
平
成
２
５
年
３
月
）
分
担
執
筆 

・「
暮
れ
果
つ
る
ま
で 

尾
崎
放
哉
と
二
人
の
女
性
」
（
平
成
１
１
年
３
月
）
単
著 

 

・「
放
哉
全
集
」
第
一
巻
～
第
三
巻
（
筑
摩
書
房
、平
成
１
３
年
～
１
４
年
）
共
同
編
集 

 

・「
自
由
律
俳
句
誌
『
層
雲
』
百
年
に
関
す
る
史
的
研
究
」
（
平
成
２
５
年
１
２
月
）
単
著 

 

・「
鳥
取
の
俳
人 

尾
﨑
坡
酔
」
（
平
成
２
７
年
１
２
月
）
編
著 

 

 

※
2

階
郷
土
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
、
郷
土
出
身
文
学
者
シ
リ
ー
ズ
『
阪
本
四
方
太
』
（
鳥
取
県
立
図
書
館
発
行
、定

価
500

円
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。 


